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さ
る
十
月
三
十
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
飯
泉
知
事
代
理
他

多
く
の
来
賓
や
ふ
る
さ
と
納
税
者
等
上

勝
町
を
陰
で
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
を
お
招
き
し
上
勝
町
制
施
行
五
十

五
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
町
長
よ
り
未
来
の
子
供
た
ち
の
た
め
、

【
世
界
初
の
持
続
可
能
な
地
域
社
会
】

を
目
指
し
、
住
民
の
皆
様
と
力
を
合
わ

せ
集
落
の
再
生
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
む
決
意
の
式
辞
の
後
、
長
年
ま
た
近

年
特
に
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
に
そ
の

功
績
を
た
た
え
感
謝
申
し
上
げ
、
表
彰

並
び
に
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
記
念
講
演
と
し
て｢

生
物
多

様
性
と
持
続
可
能
な
上
勝
町
の
展
望｣

と
題
し
て
日
本
生
態
協
会
会
長
の
池
谷

奉
文
氏
か
ら
、
今
、
日
本
は
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
い
る
。
人
心
の
乱
れ
を

は
じ
め
、
回
復
不
可
能
な
ほ
ど
自
然
環

境
を
破
壊
し
た
上
に
、
人
口
減
少
と
そ

れ
に
伴
う
経
済
の
縮
小
、
財
政
的
な
制

約
、
地
下
資
源
の
枯
渇
等
の
様
々
な
制

約
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

お
金
や
モ
ノ
の
豊
か
さ
を
追
い
求
め
る

暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
は
必
然
的
に
で

き
な
く
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
私
た
ち

に
与
え
ら
れ
た
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
。
人
と
自
然
が
育
ん
で
き
た
文
化
、

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
思
い
や
り
を

再
生
し
、
心
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

社
会
を
再
構
築
し
て
い
く
き
っ
か
け
と

な
る
。
今
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
、

持
続
可
能
な
発
展
に
向
け
て
大
き
く
舵

を
切
っ
た
自
治
体
こ
そ
が
、
明
る
い
未

来
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
そ
の
こ
と
が
地
域
の
人
を
幸
せ
に
し
、

日
本
を
美
し
く
輝
か
せ
、
多
く
の
国
か

ら
尊
敬
さ
れ
、
世
界
平
和
に
貢
献
す
る

こ
と
に
な
る
と
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

上
勝
町

上
勝
町
制
55
周
年
記
念
式
典
開
催

周
年
記
念
式
典
開
催 

上
勝
町
制
55
周
年
記
念
式
典
開
催 

世界初の持続可能な地域社会目指して 世界初の持続可能な地域社会目指して 世界初の持続可能な地域社会目指して 
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当
日
の
表
彰
者
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。
改
め
て
お
祝
い
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

 

　功
労
表
彰 

�
町
議
会
議
員
職
十
六
年
以
上
在
職
し 

　
地
方
自
治
に
寄
与        

新
開
　
康
弘 

高
橋
　
貞
雄 

�
消
防
団
長
十
年
以
上
在
職
し 

　
消
防
団
活
動
に
寄
与 

朝
川
　
彰
一 

  

　善
行
表
彰 

�
町
の
公
益
の
た
め
金
員
十
万
円
以
上 

　
寄
附 

岡
川
　
健
一 

長
尾
　
恭
子 

山
田
　
良
男 

井
岡
　
五
十
惠 

美
馬
　
由
実 

下
岡
　
卓
司 

 

　町
長
感
謝
状 

■
地
方
自
治
関
係 

�
町
議
会
議
員
三
期
以
上
在
職
し 

　
地
方
自
治
に
寄
与 

　
岡
本
　
　
力 

■
社
会
福
祉
関
係        

�
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ハ
ウ

ス
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
施
設
整
備

を
行
い
高
齢
者
福
祉
に
寄
与        

中
村
　
博
彦 

（
社
会
福
祉
法
人
健
祥
会
理
事
長
） 

�
町
の
福
祉
、
医
療
、
保
健
の
拠
点
と

し
て
上
勝
町
診
療
所
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
等
の
建
設
に
寄
与        

鎌
村
　
好
孝
（
元
上
勝
診
療
所
長
）     

�
永
年
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し
て
、

更
生
保
護
事
業
に
寄
与        

亀
井
　
宏
紹 

森
本
　
　
章      

■
産
業
振
興
関
係        

�
上
勝
晩
茶
が
中
国
雲
南
省
の
後
発
酵

茶
と
同
じ
製
法
で
あ
り
、
日
本
国
内

で
は
非
常
に
珍
し
い
お
茶
で
あ
る
等
、

上
勝
晩
茶
の
発
展
に
寄
与        

宮
川
　
金
二
郎
（
元
香
川
大
学
教
授
）      

�
上
勝
晩
茶
の
効
用
成
分
分
析
等
に
つ

い
て
研
究
し
、
上
勝
晩
茶
の
販
売
促

進
に
寄
与        

加
藤
　
み
ゆ
き
（
香
川
大
学
教
授
）     

大
森
　
正
司
（
大
妻
女
子
大
学
教
授
）      

�
本
町
に
お
い
て
初
め
て
農
家
民
宿
を

開
業
し
、
都
市
と
農
村
の
交
流
を
図

り
、
地
域
活
性
化
に
寄
与        

植
松
　
時
寛
・
光
江       

■
教
育
文
化
振
興
関
係        

�
永
年
に
わ
た
り
文
化
財
保
護
審
議
委

員
と
し
て
文
化
財
保
護
に
寄
与
、
ま

た
町
史
続
編
の
編
纂
に
寄
与        

森
西
　
賢
治 

折
部
　
利
夫      

�
永
年
に
わ
た
り
体
育
指
導
委
員
と
し

て
体
育
振
興
に
寄
与        

峯
下
　
徹 

�
国
民
文
化
祭
を
期
に
地
域
住
民
と
交

流
を
深
め
、
ア
ー
ト
作
品
づ
く
り
を

通
し
て
本
町
の
文
化
振
興
に
寄
与      

た
ほ
　
り
つ
こ 

（
東
京
藝
術
大
学
先
端
技
術
表
現
科
教
授
）      

�
永
年
に
わ
た
り
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

は
も
と
よ
り
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
会
長
と
し
て
会
員
の
教
養
向
上
、

健
康
増
進
、
奉
仕
活
動
等
に
寄
与        

平
田
　
ツ
ル
千
代       

�
保
育
園
児
の
豊
か
な
感
性
を
育
て
る

た
め
、
体
を
動
か
し
て
の
遊
び
を
取

り
入
れ
、
保
育
活
動
、
表
現
会
の
開

催
に
寄
与        

田
村
　
典
子 

（
四
国
大
学
生
活
科
学
部
児
童
学
科
教
授
） 

�
第
二
十
二
回
国
民
文
化
祭
に
お
い
て
、

作
品
制
作
に
あ
た
り
、
地
域
住
民
を

ま
と
め
、
積
極
的
に
取
り
組
み
、
芸

術
文
化
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
寄
与        

正
木
地
区
代
表
　
伊
井
　
重
夫       

傍
示
地
区
代
表
　
安
堵
　
義
和       

福
原
地
区
代
表
　
関
口
　
祐
一       

生
実
地
区
代
表
　
阪
松
　
明
義       

旭
地
区
代
表
　
武
市
　
　
功 

■
そ
の
他        

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
等
の
利

活
用
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ

ス
タ
in
と
く
し
ま
等
を
始
め
高
齢
者

や
中
学
生
等
の
無
料
講
師
派
遣
等
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
利
活
用
し
た
地
域
振
興
に
寄

与        

森
本
　
登
志
男
（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト（
株
）

公
共
営
業
部
自
治
体
営
業
部
長
）      

�
永
年
に
わ
た
り
、
町
道
、
県
道
等
の

美
化
活
動
に
寄
与        

田
村
　
晴
雄 

小
出
　
一
郎 
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東
と
く
し
ま
小
学
生
俳
句
大
会

　上
勝
町
長
賞 

天
の
川
泳
い
で
み
た
い
な
星
空
を 

上
勝
小
学
校
　
五
年   

藤
井
　
香
綸 

 

　上
勝
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

風
り
ん
が
す
ず
し
さ
運
ぶ
風
の
音 

上
勝
小
学
校
　
六
年
　
針
木
　
佑
弥 

　入
　
　
選 

す
い
か
わ
り
わ
れ
る
と
い
い
な
ぼ
く
の
ば
ん 

 

上
勝
小
学
校
　
一
年
　
久
米
慶
太
郎 

赤
と
ん
ぼ
ど
う
ろ
の
上
で
あ
そ
ん
で
る 

上
勝
小
学
校
　
二
年
　
石
川
凜
々
子 

す
ず
む
し
は
チ
リ
リ
リ
チ
リ
リ
あ
き
を
よ
ぶ 

上
勝
小
学
校
　
三
年
　
井
岡
　
宗
泰 

見
上
げ
れ
ば
夜
空
を
は
ば
た
く
白
鳥
座 

上
勝
小
学
校
　
四
年
　
松
岡
三
四
郎 

夜
に
な
り
虫
の
合
し
ょ
う
は
じ
ま
っ
た 

上
勝
小
学
校
　
五
年
　
山
西
　
瑞
季 

夏
空
が
い
っ
き
に
灰
色
夏
シ
ャ
ワ
ー 

上
勝
小
学
校
　
五
年
　
山
崎
　
続
貴 

七
夕
に
二
人
が
出
会
う
星
の
川 

上
勝
小
学
校
　
五
年
　
田
中
　
美
和 

散
歩
道
真
っ
赤
な
じ
ゅ
う
た
ん
ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ 

上
勝
小
学
校
　
五
年
　
片
山
　
雄
斗 

　
十
一
月
六
日
に
勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
三
回
東
と
く

し
ま
小
学
生
俳
句
大
会
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
徳
島
東
部
地
域

十
二
市
町
村
の
児
童
二
千
六
百
九
十
三
人
か
ら
約
五
千
七
十
六
句
の
応
募
が
あ

り
、
各
市
町
村
長
賞
、
教
育
長
賞
、
入
選
作
品
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

第3回 

町制55周年記念事業 

徳島県文化研修会 
上勝町芸術文化祭 
上勝町芸術文化協会 
20周年記念事業 
を開催しました。 

第25回 

　2日間にわたり、会員による生け花や写

真などの展示のほか、保・幼・小・中、園児、

児童生徒の絵画や書道の展示を行いました。 

　また、14日は20周年記念表彰や（有）環

境とまちづくり代表澤田俊明氏による重要

文化的景観についての講演を行い、午後

は町内各グループ、各学校の芸能発表を

開催し、盛況のうちに幕を閉じました。 

　11月13日から14日にかけて上勝中学

校体育館において開催しました。県内14

市町文化協会委員及び町内参加者、総勢

約250人が来場されました。 

5

棚田の音色棚田の音色棚田の音色棚田の音色

大地にささげる
音楽祭� 

　11月7日（日）、旭市宇棚田特設会場において「第九回棚
田の音色～大地にささげる音楽祭～」が開催されました。今
年も、町内外から多くの人々が来場されました。「市宇青年団」
によるだんじりで開演し、「エスペランサ」、「サウンド・オブ・
協力隊」「トクシマインディゴゥズ」「上勝ジョシコーラス部」
の皆さんの演奏により、心地よい優しい音色が響き渡る、素
敵な音楽祭となりました。 
　人々がこの音楽祭を通して棚田の保全や自然の大切さにつ
いて考えるきっかけになればと、座・あさひ、旭１Ｑ運動会、
地域の人たちと協力して実施しています。 
　最後になりましたが、開催にあたりましてご尽力、ご協力、
ご支援をいただいた皆さま、本当にありがとうございました。 

棚田の音色実行委員会一同 

▲チェンソーアートの音符と一緒に 

▲棚田に思い思いに座って鑑賞 

▲棚田に響く歌声 

「地産地消推進のための給食レシピコンテスト」 「地産地消推進のための給食レシピコンテスト」 「地産地消推進のための給食レシピコンテスト」 「地産地消推進のための給食レシピコンテスト」 
県産食材を使った学校給食アイデア料理コンテストに上勝小学校から4組が入賞！ 

　徳島県教育委員会主催の県産食材を使った学
校給食アイデア料理コンテストが、平成22年11月
6日に四国大学において実技による最終審査がお
こなわれました。 
  県内の小・中学校から応募のあった100余点の中
から書類審査で8点が選ばれましたが、上勝小学校
からは4組が最終審査に残り、全員が入賞というす
ばらしい結果になりました。 

 

 

 

 

 

 

　最優秀賞 
　4年生　岡本明子さんとお父さん 
　「そば米と阿波尾鶏のグラタン」 

　団らん賞 
　5年生　小西　晶さんとお母さん  
　「棚田の団子汁」 

　優 秀 賞 
　5年生　古田美穂さんとお母さん 
　「彩り焼きそうめん」 

　優 秀 賞 
　6年生　石木真由さんとおばあさん 
　「かぼちりコロッケ」 

　入賞した作品は、県教育委員会がレシピ集に
まとめ県内の学校給食関係機関に配布されます。 
  おめでとうございました。 
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第
十
六
回
全
国
棚
田（
千 

枚
田
）サ
ミ
ッ
ト
に
参
加 

 

　
十
月
二
十
二
日
〜
二
十
三
日
、

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
に
お
い
て
、

第
十
六
回
全
国
棚
田（
千
枚
田
）

サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
本
町

か
ら
三
十
三
名
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
西
谷
吉
雄（
株
式
会
社

い
ろ
ど
り
取
締
役
）さ
ん
が
、
分

科
会
の
話
題
提
供
者
と
し
て
、

彩
農
業
に
つ
い
て
の
紹
介
を
さ

れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、「
棚
田

が
結
ぶ
ふ
る
さ
と
の
絆
〜
み
ん

な
で
創
ろ
う
！
百
笑
の
里
〜
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
棚
田

地
域
の
歴
史
や
文
化
と
と
も
に

協
働
の
心
を
育
む
場
、
そ
し
て
、

ヒ
ト
と
モ
ノ
の
賑
わ
い
の
場
と

し
て
、
そ
の
保
全
の
意
義
や
必

要
性
等
が
全
国
に
情
報
発
信
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
棚
田
に

携
わ
る
全
て
の
人
の
笑
顔
と
賑

わ
い
の
声
が
溢
れ
る
地
域
が
全

国
各
地
で
創
り
だ
さ
れ
る
こ
と

を
主
旨
と
し
た
共
同
宣
言
が
採

択
さ
れ
、
閉
幕
し
ま
し
た
。 

　
松
崎
町
で
は
、
町
・
県
は
も

と
よ
り
小
、
中
学
生
、
高
校
生
、

各
種
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
町

内
外
の
方
が
一
致
団
結
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
、
温
か
い
歓
迎

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
第
十
七

回
全
国
棚
田（
千
枚
田
）サ
ミ
ッ

ト
は
上
勝
町
で
、
平
成
二
十
三

年
十
月
二
十
八
日
〜
二
十
九
日

に
開
催
し
ま
す
。
本
町
の
棚
田

サ
ミ
ッ
ト
は
、
企
画
段
階
か
ら

町
民
皆
さ
ま
と
協
働
し
て
開
催

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
に

お
き
ま
し
て
も
、
町
民
皆
さ
ま

の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

            

棚
田
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催 

 

　
十
一
月
八
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
棚
田
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
大
山
千
枚
田
保
存

会
事
務
局
長
浅
田
大
輔
氏
を
お

招
き
し
、
千
葉
県
鴨
川
市
の
大

山
千
枚
田
活
用
し
た
、
棚
田
オ
ー

ナ
ー
制
度
、
大
豆
畑
ト
ラ
ス
ト
、

棚
田
ト
ラ
ス
ト
、
酒
づ
く
り
オ
ー

ナ
ー
の
取
組
等
に
つ
い
て
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
鴨
川
市
で
は
、
平
成
十
四
年
度
、

第
八
回
全
国
棚
田（
千
枚
田
）
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
開
催
後

に
は
、「
地
元
と
オ
ー
ナ
ー
参
加

者
の
結
び
つ
き
強
く
な
っ
た
。」

等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
現
在
、
樫
原
地
区
に
お
い
て

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
取
り
組
み
、

オ
ー
ナ
ー
の
方
に
一
部
保
全
活

動
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
棚
田
等
保

全
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
棚

田
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
取
組
に
つ

い
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

第
十
七
回
全
国（
千
枚
田
）サ
ミ
ッ
ト

実
行
委
員
会 

棚田 
サミット便り 

ひ
ゃ
く 

し
ょ
う 

　11月6日、上勝町福原において、森
づくりボランティアが開催されました。 
　この事業は、（社）とくしま森とみどり
の会の「県民参加の森づくり事業、平成
22年度緑の募金森づくりボランティア
活動支援事業」の支援を頂き実施して
います。 
　主催は上勝なでしこ愛林会・上勝林
友会で、ボランティア参加者には、1ヶ
月間上勝で研修しているインターンシッ
プの方々や、徳島市内の高校生など計
46名の参加がありました。 

　今回の森づくりボランティアは、間伐作業等
の体験を通して、間伐の大切さや大変さを感じ
てもらうと共に、人々の生活や環境と森林との
関係について理解と関心を深めてもらうことを
目的に開催されました。 
　間伐作業後は、ボランティア参加者の皆さ
んに搬出していただいた間伐材を温泉の燃料
に加工（チップ加工）する作業を見学していた
だき、その木質バイオマス（木材チップ）で沸
かした月ヶ谷温泉のお風呂に入っていただき、 
1日の作業の疲れを癒して帰っていただきました。 

▲道具の取扱い注意を受ける参加者 

▲斜面での作業は想像以上に大変 

▲搬出後、温泉の燃料に加工 

7

森づくりボランティア in 上勝 

 

平成22年4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

平成22年度　計 

シ　カ 

40 

18 

14 

21 

9 

21 

41 

164

イノシシ 

4 

0 

1 

2 

3 

3 

7 

20

サ　ル 

0 

1 

0 

1 

1 

1 

2 

6

ウサギ 

0 

2 

0 

0 

0 

0 

0 

2

カラス 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0

カワウ 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

1

平成22年度 

有害鳥獣捕獲（駆除）状況について 
上勝町では、高鉾･福原猟友会にご協力いただき、有害鳥獣捕獲事業を推進しております。 
今年度の捕獲状況は以下のとおりです。 

（4月1日～10月31日） 
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平
成
二
十
二
年
度
上
勝
町
国

民
健
康
保
険
者
優
良
表
彰
に
、

次
の
皆
さ
ま
が
該
当
さ
れ
、
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
） 

 

■
十
六
年
間
無
診
療 

山
田
　
　
稔
（
正
木
） 

 

■
五
年
間
無
診
療 

朝
川
　
弘
一
（
正
木
） 

 

■
三
年
間
無
診
療 

木
村
　
久
夫
（
旭
） 

中
内
　
悦
子
（
旭
） 

 国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険 

優
良
者

優
良
者 

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険 

優
良
者

優
良
者 

国
民
健
康
保
険 

優
良
者 

秋季全国火災予防運動 平成22年 

「消したかな」 
あなたを守る 
合言葉 

▲防火パレードの様子（高鉾地区） 

▲背負い具の講習（高鉾地区） ▲背負い具の講習（福原地区） 

■防火パレードで火災予防を呼びかけ 

　11月 9日から15日の7日間、全国で秋の火災予防運動が展開さ

れました。これを受けて上勝町消防団も、11月 9日に、消防車に

よる防火パレードで火災予防の啓発の呼びかけと、放水訓練を実

施しました。 

　これからますます乾燥した日が続き、火を利用する機会が多く

なりますので、住民の皆さまにおきましても

特に火の取扱い・後始末は念入りにしていた

だき、火災予防にご協力ください。 

 　また、今回は地域防災スクール事業で購入

した、災害時の背負い具（ちょいぱ敷シート型）

の講習を行いました。   

  　この背負い具は、背負う、抱く、タンカと

しても使用できる布タイプのもので、救助な

どに役立つので、講師には製造販売元のひら

やま企画の平山典子さんほか３名の方にお越

し頂き、高鉾地区と福原地区の３分団ずつ実

技講習して頂きました。 

Aコート Bコート Cコート 

9

上勝町体育協会主催 

テニス大会結果 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
結
果 

　10月31日、上勝中学校体育館でテニス大会を開催

しました。 

　当初、24日に開催予定でしたが雨天のため、31日

に延期したものの、またもや雨。急遽体育館での開

催となりましたが、参加した8チームの選手は、怪我

もなく全日程を終えることができました。 

11月21日、傍示社会体育館においてバドミントン大会が開催しました。 

参加したチームは各コートに分かれて日頃練習してきた成果を発揮しました。 

成績は次のとおりです。 

優　勝　明本惠一・武市卓也 ペア 

準優勝　柏木俊美・山田千浪 ペア 

優勝おめでとうございます！ 

参加された皆さん 

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん 

優　勝優　勝　横 畠 行横 畠 行 弘 
　　　　　　　　清 井 正清 井 正 往 
準優勝準優勝   中 内 悦中 内 悦 子 
　　　　　　　　平 尾 信平 尾 信 幸 

優　勝優　勝　岡 本 　岡 本 　 明  
　　　　宮本奈保美　　　　宮本奈保美 
準優勝準優勝   葉 利 裕 史葉 利 裕 史  
　　　　　　　　谷 家 公 雄谷 家 公 雄  

優　勝　横 畠 行 弘 
　　　　清 井 正 往 
準優勝   中 内 悦 子 
　　　　平 尾 信 幸 

優　勝　岡 本 　 明  
　　　　宮本奈保美 
準優勝   葉 利 裕 史  
　　　　谷 家 公 雄  

優　勝優　勝　吉 野 伸 俊吉 野 伸 俊  
　　　　　　　　谷 　 明 美谷 　 明 美  
準優勝準優勝   柿 平 慎 治柿 平 慎 治  
　　　　　　　　板 東 陽 平板 東 陽 平  

優　勝　吉 野 伸 俊  
　　　　谷 　 明 美  
準優勝   柿 平 慎 治  
　　　　板 東 陽 平  
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フリーダイヤル 24時間 や ま い な し  

鳥
　
海
　
進
　
一 

○ 152

健
康
健
康
の
達
人
達
人
に
な
ろ
う

に
な
ろ
う 
健
康
健
康
の
達
人
達
人
に
な
ろ
う

に
な
ろ
う 
健
康
の
達
人
に
な
ろ
う 

　
っ
て
　
す
る

健
康
情
報 
知 
得 
知 
得 

　
今
年
も
お
し
せ
ま
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
健
康
情

報
は
「
風
邪（
風
邪
症
候
群
）」
を

ひ
い
た
と
き
の
対
応
に
つ
い
て
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
か

が
風
邪
、
と
あ
な
ど
っ
て
い
る
と

辛
い
症
状
が
長
引
い
ち
ゃ
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

 

風
邪
の
三
大
原
則 

　
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
場
合
、

栄
養
価
が
高
く
消
化
の
良
い
も
の

を
し
っ
か
り
と
り
、
体
を
冷
や
さ

な
い
よ
う
に
心
が
け
、
十
分
に
睡

眠
を
と
る
こ
と
が
基
本
で
す
！ 

 

栄
　
養 

　
風
邪
を
引
く
と
食
欲
が
減
退
し

て
し
ま
い
ま
す
が
、
出
来
る
だ
け

（
多
少
無
理
し
て
で
も
）栄
養
補
給

と
水
分
補
給
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

栄
養
価
の
高
い
も
の
を
食
べ
や
す

く
調
理
し
た
り
す
る
こ
と
で
三
食

と
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
オ
ス
ス

メ
で
す
。
温
か
い
野
菜
ス
ー
プ
な

ど
も
風
邪
の
回
復
・
予
防
に
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
熱
時
に
は
汗
を
大
量
に
か

い
て
し
ま
う
の
で
、
水
分
補
給
を

マ
メ
に
行
い
ま
し
ょ
う
。 

乾
燥
は
×
、
保
湿
は
○ 

　
ウ
イ
ル
ス
は
乾
燥
し
た
所
が
大

好
き
で
湿
度
の
高
い
所
は
苦
手
。

湿
度
が
五
〇
％
に
も
な
る
と
約
三

％
の
生
存
率
ま
で
落
ち
込
む
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
エ
ア

コ
ン
を
使
っ
て
快
適
な
生
活
を
お

く
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
寒

い
か
ら
と
い
っ
て
暖
か
く
し
て
い

る
と
部
屋
は
乾
燥
が
進
み
、
自
律

神
経
も
鈍
っ
て
く
る
の
で
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。
湿
度
は
五
〇
〜
七

〇
％
を
目
安
に
、
加
湿
器
等
を
利

用
し
て
保
湿
に
心
が
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
う
が
い
を
行
う
こ
と
で
、

喉（
上
気
道
）に
付
着
し
て
い
る
ウ

イ
ル
ス
は
洗
い
流
せ
ま
す
が
、
も

う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
喉
を
乾

燥
か
ら
守
る
こ
と
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
新
し
い
風
邪
ウ
イ
ル

ス
を
進
入
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

う
が
い
は
頻
繁
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

水
や
お
茶
に
よ
る
う
が
い
で
十
分

効
果
が
あ
り
ま
す
。 

 

安
　
静 

　
私
た
ち
の
体
に
は
ウ
ィ
ル
ス
と

戦
う「
免
疫（
め
ん
え
き
）」
と
い
う

機
能
が
あ
り
ま
す
。
免
疫
が
働
く

た
め
に
は
十
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

必
要
と
な
り
、
仕
事
を
し
過
ぎ
る

と
免
疫
が
使
お
う
と
思
っ
て
い
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
減
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
風
邪
は
ひ
い
て
い
る
だ
け
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
い
る
と

考
え
て
、
で
き
る
だ
け
十
分
な
安

静
・
睡
眠
を
と
る
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。 

 

風
邪
を
治
り
に
く
く
さ
せ
る 

生
活
習
慣 

�
飲
　
酒
…
ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解

す
る
と
き
に
、
体
は
大
量
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
し
ま
い

ま
す
。
風
邪
を
ひ
い
た
と
き
に

は
、
体
に
余
分
な
負
担
を
か
け

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
鉄
則

で
す
。 

�
喫
煙
…
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
体
の

免
疫
力
で
あ
る
白
血
球
の
働
き

を
高
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

タ
バ
コ
を
吸
う
と
そ
の
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
が
破
壊
さ
れ
、
風
邪
が
治

り
に
く
く
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
の
ど
に
も
良
く
あ
り
ま
せ

ん
。 

�
夜
更
か
し
…
眠
っ
て
い
る
間
に

分
泌
さ
れ
る
成
長
ホ
ル
モ

ン
が
出
ず
、
免
疫
低
下
の

原
因
に
！ 

ま
た
、
疲
れ
が
取
れ
ず
体

力
が
回
復
さ
れ
ま
せ
ん
。 

�
風
邪
薬
…
安
易
に
風
邪
薬

を
の
み
す
ぎ
る
こ
と
は
厳

に
慎
む
べ
き
で
す
。
熱
や

鼻
水
を
は
じ
め
と
す
る
諸

症
状
は
、
体
が
ウ
イ
ル
ス

と
戦
っ
て
い
る
証
拠
で
す

の
で
、
そ
れ
ら
を
薬
で
抑

え
込
み
す
ぎ
る
と
免
疫
が

十
分
に
機
能
し
な
く
な
り

ま
す
。
で
す
の
で
、
症
状

が
軽
い
時
に
は
薬
に
頼
り

す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。 

 

　
上
勝
町
で
も
、
十
一
月
〜

十
二
月
に
か
け
て
風
邪
が
流

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
シ
ー

ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

上
記
の
よ
う
な
原
則
を
し
っ

か
り
と
守
り
、
う
が
い
や
手

洗
い
に
も
努
め
る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。 

栄養 

安静 保湿 
風邪の3大原則 

11

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

歯科衛生士による歯やお口の相談です。 

乳
が
ん
検
診
は
　

お
済
み
で
す
か
？

１２月１１日（土）開催 
■創作舞踊劇「大丈夫～笑顔の花が咲くように～」 
　ところ：上勝小学校体育館　　 
■フッ素塗布・手作りおやつなど 
　ところ：いろどり保育園 
※フッ素塗布については申込みが必要です。 

役場住民課保健師までご連絡ください。 

上勝上勝っ子フェスタ 上勝上勝っ子フェスタ 上勝っ子フェスタ 

貯
筋
教
室

貯
筋
教
室

貯
筋
教
室

貯
筋
教
室

貯
筋
教
室

十
二
月
二
十
二
日
� 

　
十
四
時
〜
十
六
時 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

会
　
費
　
一
回
　
五
百
円 

◎
二
時
間
み
っ
ち
り
指
導

を
受
け
て
、
五
百
円
は

ず
い
ぶ
ん
お
得
な
会
費

だ
と
思
い
ま
す
よ
� 

上勝町診療所の

歯の健康相談

12月10日� 
9：30〜11：00

12月27日� 
9：30〜11：00

　
十
二
月
一
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

で
す
。 

　
現
在
、
日
本
で
は
一
日
に
約
四

人
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
エ
イ
ズ
は
決
し
て「
自

分
に
は
関
係
な
い
」
問
題
で
は
な

い
の
で
す
。 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
エ
イ
ズ
っ
て
？ 

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
ヒ
ト
の「
免
疫
」

の
仕
組
み
の
中
心
を
担
う「
Ｃ
Ｄ

４
リ
ン
パ
球
」
に
取
り
付
い
て
破

壊
す
る„
ウ
イ
ル
ス
“の
名
前
で
す
。 

　
エ
イ
ズ（
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）は
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
に
感
染
す
る
こ
と
で
免
疫
が
弱

ま
っ
た
結
果
、
日
和
見
感
染
症（
日

常
で
は
何
と
も
な
い
弱
い
ウ
イ
ル

ス
や
細
菌
、
カ
ビ
な
ど
か
ら
体
を

守
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
）な

ど
の
症
状
が
現
れ
る„
病
気
“の
名

前
で
す
。 

ど
う
感
染
す
る
の
？ 

■
性
行
為
…
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
わ

な
い
セ
ッ
ク
ス 

■
妊
娠
、出
産
、母
乳
…
妊
娠
中
に

は「
胎
盤
」
を
、
出
産
時
に
は「
産

道
」
を
、
育
児
時
に
は「
母
乳
」

を
介
し
て
感
染
し
ま
す
。 

■
血
液
…
麻
薬
な
ど
を
注
射
器
で

ま
わ
し
打
ち（
一
度
使
っ
た
注

射
器
を
何
度
も
使
う
）し
た
り
、

感
染
し
た
血
液
が
傷
口
な
ど

か
ら
入
っ
た
場
合 

検
査
や
相
談
は
？ 

　
徳
島
保
健
所
で
相
談
・
検
査
が

無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。 

■
お
問
い
合
わ
せ
先 

徳
島
保
健
所
疾
病
対
策
担
当 

�
〇
八
八
―

六
〇
二
―

八
九
〇
七 

 

     

乳
が
ん
検
診
は
二
年
に
一
回
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
だ

乳
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
て
い
な

い
方
を
対
象
に
追
加
検
診
を
行
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
受
け
く
だ
さ

い
ね
。 

 

日
　
時 

�
と
　
き
…
十
二
月
八
日（
水
） 

　
　
　
十
三
時
三
〇
分
〜
十
五
時 

�
と
こ
ろ
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 
 

お
申
し
込
み 

　
役
場
住
民
課
ま
で
、
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

運動教室� 運動教室� 運動教室� 運動教室� 
頭も体も使います！とっても楽しい教室ですよ。 
会費は無料です。ぜひご参加くださいね。 

コミュニティセンター 

12月 7 日（火） 

12月21日（火） 

高 鉾 公 民 館  

12月14日（火） 

徳島大学 

三浦先生の 

■時間　19：00～20：30

新型インフルエンザ予防接種費 
助成金交付申請について 

新型インフルエンザ予防接種費 
助成金交付申請について 

新型インフルエンザ予防接種費 
助成金交付申請について 

 既に予防接種を受けられた方の内、次の方はお
申し出ください。 

■助成の対象者 
①生活保護世帯または町民税非課税世帯の方 
②小学 6年生（13歳未満）までの方の内、上勝
町以外で接種された方 
③ 65歳以上の課税世帯の方の内、上勝町以外
で接種された方 

■申請方法 
　役場住民課または支所にて、申請手続きが
必要となります。 

■持参するもの 
　�印鑑・予防接種済み証（写し可）・領収書  
　�還付金の振り込みを希望する通帳 
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案 内 板

■日　時　平成23年1月2日（日） 
■受　付　9時から 

■開　式　9時30分から 

■場　所　コミュニティセンター 

■対　象 
平成2年4月2日から平成3年4月1日まで
に生まれた方で、上勝中の卒業生及び現
在上勝町に在住の方。 

※対象者には12月3日（金）までに案内通知
をいたしますが届かない場合は上勝町教
育委員会までご連絡ください。 

■日　時　1月4日（火） 
開会10時（雨天時は10時30分） 

■場　所　上勝中学校グラウンド 
（雨天時は上勝中学校体育館） 

上勝町消防団 
出初式 

平成 
23年 上勝町成人式の 

開催について 

平成23年 

●お申し込み・お問い合わせ先　　上勝町教育委員会まで 

英 会 話 教 室  

■開講日　12月 2 日（木） 
9 日（木） 
16日（木） 

■時　間　初級クラス　午後7時～8時 
上級クラス　午後8時～9時 

※両クラスを継続して受講することもできます。 

■場　所　　高鉾公民館 
■受講できる方　 
上勝町内に住所を有する方 
上勝町内に勤務されている方 
■受講料　無料 
 

　12月の英会話教室の実施予定は下記のとおりです。 

■と　き　12月17日（金）午前9：30～午後3：00 
■ところ　ふれあいセンター 
■内　容　午前の部　 

　健康講座「楽しく運動しましょう」 
　講師:徳島文理大学　鶯春夫先生 
午後の部　 
　趣味の講座 
　「お正月の生け花を楽しみましょう」 
　講師:徳永一枝さん 

■参加料　生け花材料費500円（当日集金） 

■高齢者教室は年齢に関係なくどなたでも参
加できますが、生け花については事前にお
申し込みください。 

■お申し込み先　上勝町教育委員会 
�0885－45－0111 
（高齢者教室担当　木谷奉子） 

お申し込み締め切り12月9日（木）まで 

高齢者教室ご案内 高齢者教室ご案内 高齢者教室ご案内 第6回 
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地デジの準備はおはお済みですかみですか？ 地デジの準備はおはお済みですかみですか？ 
（助成金のお知らせ） 

　県外のアナログ放送を個別アンテナで受信している世帯で、 デジタル放送では受信が困難と
なる場合、国がケーブルテレ ビ加入費用の一部（最大3万円）を支援しています。  
 
　助成金受付の締切は、12月28日までです。  
（受付期間中でも国の予算がなくなった場合には終了します。）  
 
　条件に該当するかどうかは、お近くのケーブルテレビ又はデジサポ徳島までお問い合わせく
ださい。  

　■お問い合わせ先 　デジサポ徳島　0570－074－007  
　  
　なお、NHKと四国放送については、UHFアンテナの設置・調整により、ほとんどの地域で受
信可能です。  
　詳しくはデジサポ徳島までお問い合わせください。  

　■お問い合わせ先（地デジ全般） 　デジサポ徳島　088－603－0200  
 
　また、NHKの放送受信料が全額免除となっている世帯につい ては、地デジ簡易チューナーの
無償給付やケーブルテレビ初期加入費の支援も用意されています。  

　■お問い合わせ先　総務省　地デジチューナー支援センター  
　　　　　　　　　　　　　　　0570－033－840

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

年
末
年
始
の 

交
通
安
全
県
民
運
動 
 

　期
　
間 

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
日
か
ら

平
成
二
十
三
年
一
月
十
日
ま
で 

 

　
年
末
年
始
は
、
交
通
量
の
増
加

等
に
伴
い
交
通
事
故
が
多
発
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
次
の
点

に
特
に
重
点
を
置
き
、
交
通
安
全

意
識
を
高
め
て
、
事
故
の
な
い
明

る
い
年
末
年
始
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。 

 

�
飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
追
放 

�
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

�
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
と
反
射
材
の
効
果
的
活
用 

�
全
席
に
お
け
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
使
用
の
徹
底 

 

　
日
が
暮
れ
る
の
も
早
く
、
日
没

前
後
の
薄
暮
時
間
帯
に
高
齢
者
の

関
係
す
る
交
通
死
亡
事
故
が
増
加

し
て
い
ま
す
。 

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、「
ま

だ
早
い
か
な
？
」
と
思
う
日
没
一

時
間
前
く
ら
い
か
ら
ラ
イ
ト
を
点

灯
し
て
、
歩
行
者
等
に
車
輌
の
接

近
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
歩
行
者
は
反
射
材
を
活
用

し
て
、「
自
分
が
歩
い
て
い
る
ぞ
」

と
自
己
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ

う
。 

      

徳
島
県
飲
酒
運
転 

撲
滅
月
間 

 

　期
　
間 

平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら

三
十
一
日
ま
で 

 

　
昨
今
の
警
察
に
よ
る
取
り
締
ま

り
や
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
よ

り
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
件
数

は
減
少
傾
向
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。 

　
安
全
で
安
心
で
き
る
交
通
環
境

を
確
立
す
る
た
め
一
人
一
人
が
飲

酒
運
転
追
放
に
向
け
た
意
識
を
持

つ
こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
の
飲
酒

す
る
機
会
が
増
え
る
こ
の
時
期
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、「
飲

ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
飲
む
な
ら
乗

ら
な
い
」
を
心
が
け
て
、
悲
惨
な

交
通
事
故
を
撲
滅
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。 



14

　国民年金の第１号被保険者の方（自営業などの方と学生の方に限られ、サラリーマンなどの方とその被扶
養配偶者の方は除かれます）が、20歳から60歳になるまでの40年間、月額15,100円（平成22年度価格）
の保険料を納めると、65歳から792,100円（月額66,008円・22年度価格）の老齢基礎年金が支給されま
す。 
　この年金額をもう少し引き上げたいとお考えの方には、「付加年金」という制度が設けられています。 
 
付加保険料と付加年金の額 

 
　付加年金を受けるためには、冒頭の通常の保険料とともに、月額400円の付加保険料を納めることに
なっています。 
　付加年金の額は、「200円×付加保険料を納めた月数」の式で計算されます。 
　例えば、付加保険料を5年間（60カ月）納めたときの総付加保険料額の24,000円（400円×60カ月）
に対し、65歳から老齢基礎年金といっしょに支給される付加年金の額は年額12,000円（200円×60カ月）
となります。つまり、2年間で元金がかえってくることになります。これは、付加保険料を10年納めた方、
40年納めた方についても同じことが言えます。 
　また、付加年金は老齢基礎年金といっしょに支給されるため、繰上げ支給または繰下げ支給をしたとき
には、本体の老齢基礎年金と同じ割合で減額または増額されることになります。 
 
付加保険料を納められる方は 

 
　付加保険料を納められる方は、次のとおりとなっています。 
①自営業者などの国民年金の第１号被保険者の方に限られます。 
②半額免除などの一部免除を含め、保険料を免除されている方は付加保険料を納められません。 
③60歳以上65歳未満の方など、国民年金の任意加入者の方も付加保険料を納めることができます。 
④国民年金基金の加入員になった方は付加保険料を納められません。 
なお、付加保険料は、納付期限を過ぎると納められません。また、口座振替や割安になる前納制度も設
けられています。 
 
付加保険料の手続きと相談先は 

 
　付加保険料の手続きと相談先は、役場住民課、支所、または南年金事務所（旧社会保険事務所）となっ
ています。 
　なお、付加保険料を納付している方は、いつでも任意のときに申し出て、その納付をやめることができ
ますが、その場合でも掛け捨てにはなりません。 

老齢基礎年金の額を増やしたい方には 
「付加年金」という制度があります 
老齢基礎年金の額を増やしたい方には 
「付加年金」という制度があります 

■
加
入
要
件 

�
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保

険
者 

�
年
間
六
十
日
以
上
農
業
に

従
事
す
る
者 

�
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満 

 

　
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決

め
ら
れ
ま
す
。（
月
額
二
万
円

か
ら
六
万
七
千
円
ま
で
の
間

で
千
円
単
位
で
自
由
に
選
択
） 

　
終
身
年
金
で
八
十
歳
ま
で

の
保
証
付
き
で
す
。 

　
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告

を
し
て
い
る
な
ど
、
農
業
の

担
い
手
と
な
る
方
に
は
、
国

か
ら
月
額
最
高
一
万
円
の
保

険
料
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。 

 

　
詳
し
く
は
、
役
場
産
業
課

内
上
勝
町
農
業
委
員
会
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

農
業
者
年
金

農
業
者
年
金 

農
業
者
年
金 

年末年始お休みのお知らせ 

役場窓口業務について 

12月29日（水）～1月3日（月） 
まで業務をお休みさせていただきます。 

　手続き等がございましたらお早めにお

越しください。 

診療所休診について 

12月29日（水）～1月3日（月）
まで休診させていただきます。 
　上勝町診療所と福原診療所は、上記のと

おり休診させていただきます。慢性疾患で

通院中の方は、薬が不足しないように早め

に受診してください。 

日比ヶ谷ゴミステーションのご利用について 

し尿収集について 

■休業期間 
12月29日（水）午後～1月6日（木） 
※12月29日（水）は午前中のみ営業。 
　年始は1月7日（金）から営業します。 

■お問い合わせ先 
毎日衛生有限会社　�0885―42―2139

12月31日（金）～1月2日（日） 
までお休みさせていただきます。 

　年始のご利用開始は1月3日（月）
7時30分より行います。 
皆さまのご理解とご協力をお願い

します。 

カ
ル
テ 

※12月17日（金）上勝町診療所の業務は都合により休診 
　させていただきます。 
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今 月 の 納 税 今 月 の 納 税 

後期高齢者医療保険料　 ４期分 

国民健康保険税 　５期分 
介 護 保 険 料 　５期分 

納期限　平成22年12月27日 

心配ごと相談  心配ごと相談  

12月24日(金)　13時～16時30分 

　高　鉾　公　民　館 
　家庭内、近隣との悩みごとなど、登記相
談についてもお気軽にご相談ください。 
※下記の登記無料相談を受けられたい方は、
事前に町内で開催される心配ごと相談所
へご相談いただくか、直接下記へご相談
いただくことも可能です。 

登記無料相談  登記無料相談  

12月18日(土)　９時～正午 
※毎月第４土曜日９時～正午まで開催 

小松島市総合福祉センター 

 
固 定 資 産 税 　３期分 
後期高齢者医療保険料　 ５期分 

国民健康保険税 　６期分 
介 護 保 険 料 　６期分 

督促状の出るもの 

　納期限は11月30日でしたが、まだ未納の
方が見受けられます。未納者には12月20日
に督促状を送付します。早急に納めてくだ
さい。 

廃タイヤ・廃バッテリーの収集 
粗大ごみ、家電製品（テレビ・エ 
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収 

廃タイヤ・廃バッテリーの収集 
粗大ごみ、家電製品（テレビ・エ 
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収 

毎週日曜日　７時30分～14時 
日比ヶ谷ゴミステーション 
　廃タイヤ・廃バッテリー 
　…１㎏まで毎に100円 
　家電製品……有料 

シーズ相談支援事業部 

�0884ー24ー3366

障害者生活支援相談障害者生活支援相談 障害者生活支援相談 

　上記にて障害者の方の支援、相談を受付け
ています。障害者手帳の取得、補装具、住宅
改修、居宅サービス等どんなことでもお手伝
いいたしますので、お電話お待ちしています。 
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川

柳

短

歌
詩

俳

句

町
民
の
詩
歌

町
民
の
詩
歌

町
民
の
詩
歌

    

社

長

 

  

味
噌
汁
の
さ
め
な
い
内
に
起
き
上
が
る 

主
婦
と
言
う
垢
を
落
し
た
し
ま
い
風
呂 

故
郷
の
な
ま
り
受
話
器
に
ま
だ
残
り 

ふ
る
さ
と 

じ
ゅ 

わ 

き 

の
こ 

し
ゅ 

ふ 

い 

あ
か 

お
と 

ぶ 

ろ 

み 

そ 

し
る 

う
ち 

お 

あ 
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シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者

に
対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求

受
付
が
、
平
成
二
十
二
年
十
月

二
十
五
日（
月
）か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。 

 
�
対
象
者
は
戦
後
強
制
抑
留
者

で
平
成
二
十
二
年
六
月
十
六

日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
ご

存
命
の
方
で
す
。 

�
請
求
受
付
期
間
は
、
平
成
二

十
二
年
十
月
二
十
五
日
〜
平

成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

で
す
。 

�
当
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お

送
り
し
ま
す
。
ま
だ
、
お
手

元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
、

当
基
金
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

 

■
お
問
い
合
せ
先 

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金
　
事
業
部
特
別

給
付
金
担
当 

〇
五
七
〇
│

〇
五
九
│

二
〇
四

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
） 

（
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら

は
〇
三
│

五
八
六
〇
│

二
七
四

八
） 

■
受
付
時
間
　 

平
日
九
時
〜
十
八
時（
土
曜
、

日
曜
、
祝
日
は
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
せ
ん
。
） 

戦後強制抑留者の皆様へ 

■募集住宅の概要 
①住宅名　福川住宅（大字正木字前田） 
　構　造　木造二階建て（３ＬＤＫ） 1戸 
②住宅名　平間住宅（大字福原字平間） 
　構　造　鉄筋コンクリ－ト（１ＬＤＫ） 1戸 
■入居申込受付期間 
　平成22年12月1日（水）～12月10日（金） 
■入居資格（入居の申込ができる方は次の収入基準
を超えないこと。） 
　収入基準とは収入月額が158，000円以
下（老人世帯や障害者がいる世帯等は収入
月額214，000円）収入月収とは、本人及び
同居者の合計所得金額（経費控除後の金額）
から控除合計金額を差し引いて12ヶ月で
割った金額になります。 
■入居基準 
①町内に住所又は勤務場所を有する者で
あること。 
②地域の自治組織（福川名及び福原名）に
加入できる方。 

■家　賃 
　20,000円～40,000円位／月 
　（共益費は含まない） 
■お問い合せ先　役場建設課  �46－0111 
■選考方法 
　上勝町営住宅の設置及び管理に関する
条例、同施行規則による。 

　上勝町では人権週間にちなみ12月6日
（月）に人権啓発パレードを実施します。 
　人権は、人間が幸福な人生を送る上で最
も大切な権利です。自分だけでなく全ての
人の人権が尊重されなければなりません。
人権擁護委員や法務局では、無料で人権に
ついて相談に応じています。12月6日（月）
13時～16時 コミュニティセンター１Ｆ
において特設人権相談所を開設いたします。
秘密は堅く守られますので、お気軽にご相
談ください。 
　本町の人権擁護委員は、次の方々です。 
 
朝川彰一（正木）�45 －0333 

片山太郎（生実）�050 －3438 －8737 

仁田宗男（福原）�46 －0659

第62回　人権週間 
12月4日（土）～12月10日（金） 

人権 

福川・平間住宅 
入居者募集 
福川・平間住宅 
入居者募集 
福川・平間住宅 
入居者募集 
福川・平間住宅 
入居者募集 



見本 

締切間近締切間近～１割お得な商品券割お得な商品券～ 締切間近締切間近～１割お得な商品券割お得な商品券～ 締切間近～１割お得な商品券～ 

　年末の町内でのお買い物に！車検などに！　年末の町内でのお買い物に！車検などに！ 
使ってお得な　商工会プレミアム商品券！使ってお得な　商工会プレミアム商品券！ 
　使用期限は来年使用期限は来年2月1日まで！日まで！ 
上勝町商工会か黄色い看板のお店で商品券をお求めくださ上勝町商工会か黄色い看板のお店で商品券をお求めください！い！ 

　年末の町内でのお買い物に！車検などに！ 
使ってお得な　商工会プレミアム商品券！ 
　使用期限は来年2月1日まで！ 
上勝町商工会か黄色い看板のお店で商品券をお求めください！ 

緑のふるさと協力隊協力隊日記 緑のふるさと協力隊協力隊日記 
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こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

戸籍の窓口 
平成22．11．１現在 

前月比 

正　木　606人(△２) 
傍　示　354人(　１) 
福　原　285人(　１) 
生　実　333人(　１) 
　旭　　378人(△１)

256戸(　０) 
152戸(　１) 
134戸(　０) 
146戸(　０) 
181戸(　１)

ありがとうございました 

（敬称略） 

平成22年　10月の視察来町者数 

24件 270名 

人　口　　　　1,956人 (　０) 
　男　　　　　   929人 (　１) 
　女　　　　　1,027人 (△１) 
世帯数　　　　　869戸 (　２) 

高齢化率　　　49.23％ 

彩保育園 
品　　名 

お 菓 子    

お 菓 子    

り ん ご    

さ つ ま い も    

ビ デ オ 撮 影    

製 材 他    

乾燥機組み立て他   

芋 掘 体 験   

住 所  

傍 示   

旭  

正 木   

正 木   

正 木   

旭  

正 木   

正 木   

氏　　名 

横 山 久 子  

下 岡 卓 司  

鳥 海 進 一  

峠　　　十志子 

谷 口 哲 也  

下 岡 卓 司  

山 崎 和 喜  

高 橋 信 幸  

上勝幼稚園 
品　　名 

お 手 玉  

住 所  

傍 示   

氏　　名 

中 川 和 枝  

7

（敬称略） 
つつしんで 
ご冥福をお祈りします 

笠松新一郎　88歳（福原） 
佐野　　守　76歳（正木） 

インターネーネット及びＣＡＴＶ・ＩＰ電話サー電話サービスの入会の入会・お問い合せ窓口お問い合せ窓口 インターネーネット及びＣＡＴＶ・ＩＰ電話サー電話サービスの入会の入会・お問い合せ窓口お問い合せ窓口 インターネット及びＣＡＴＶ・ＩＰ電話サービスの入会・お問い合せ窓口 
故障かな？と思ったら下記までお問い合せください。 

株式会社ＮＴＴ西日本‐四国　地域情報センタ 
ＴＥＬ0120－960－138　ＩＰ050－3438－9877　受付時間9:00～17:00（平日） 
土・日・祝祭日は留守番電話にてご用件を承ります。連絡先・氏名等は必ずお知らせください。 

日　　時  

12月４日（土） 

12月６日（月） 

12月８日（水） 

12月10日（金） 

12月12日（日） 

12月14日（火） 

12月16日（木） 

12月18日（土） 

12月20日（月） 

12月22日（水） 

12月24日（金） 

12月26日（日） 

12月28日（火） 

12月30日（木） 

救急病院名 

勝 浦 病 院  

上 勝 町 診 療 所  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

上 勝 町 診 療 所  

勝 浦 病 院  

上 勝 町 診 療 所  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

上 勝 町 診 療 所  

上勝町診療所　�44－5010 
勝 浦 病 院　�42－2555

平日18時～翌朝9時　休日19時～翌朝9時 

夜間救急当番表夜間救急当番表 夜間救急当番表夜間救急当番表 夜間救急当番表 

　田野々の祇園神社にて、初めて聞く目の前で演じられただんじりの
かっこよさにしびれたのが始まりでした。その後、田野々のだんじりを
一緒にたたかせていただき、他の地域での秋祭りもできる限り見に行
ってきました。パワフルであったり、和やかであったり、神妙な雰囲気
に包まれていたりと、それぞれの秋祭りにそれぞれの面白さがありま
したが、うちのだんじりが、うちの祭が一番だとそれぞれに自信を持っ
ている人達がいたのも印象的でした。 
　話を聞けば今の祭には失われてしまったものや存続が難しくなって
いるものもあるようでしたが、そこには繋いでいかなければもったい
ないと思えるものがたくさんありました。 
　傍示の秋祭りでは、一昨年から復活したという獅子舞を演じさせて
いただきました。かなり型破りな獅子舞で、もともと行われていたもの
とは大きくかけ離れていたとは思いますが、それでも見てくださった
人達が笑ってくれたことが嬉しくて、こんな機会を与えてくれたこと
に本当に感謝しました。こうした祭を作る側の楽しい気持ちや、自慢に
思う気持ちも次に継承されていって欲しいと感じました。 
 

（神田やよい） 
かん だ 


